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福岡空港調査ＰＩ（ステップ２）実施計画案に関する評価等について 
 
 
 
 平成１８年２月１０日付で送付のあった福岡空港調査ＰＩ（ステップ２）実施計画案

については、平成１８年２月１３日に当委員会を開催し、下記の通り評価及び助言を行

うことを決定したので通知します。 
 

記 

 
１ 評 価 
  
 福岡空港調査ＰＩ（ステップ２）実施計画については、基本的にはステップ１の実

施計画を踏襲しながら、ステップ１の実施によって得られた市民からの意見等を反映

し、新たな手法の導入、県外を含めた情報提供範囲の拡大、さらには女性や若年層か

らの意見を収集するための工夫がなされているなど、ステップ１での経験とノウハウ

が盛りこまれた進化が認められることから、本計画は適切なものであると判断しま

す。 
 
２ 助 言 
 

 １）ＰＩレポート作成にあたっては、「地域の将来像と福岡空港の役割」と「航空需

要の将来予測」について、市民の方と十分なコミュニケーションができるような分

かりやすい示し方に努めること。特に「航空需要の将来予測」については、予測の

前提条件とそれに対応した需要予測結果を分かりやすく示すこと。 
 

 ２）今回のＰＩが、段階的に行われるＰＩ手続きの中のステップ２であることを明確

にし、提供する情報や収集される意見が他のステップと混用されないよう工夫する

こと。 
 

 ３）ＰＩ実施にあたっては、ＰＩの各手法について、実施方法と実施のタイミングを

工夫し、情報提供から意見収集に至る過程について適切な時間管理を行うこと。 


